
人 は なぜ 変 わ れ な い(1)
一 トラウマ記憶 とPTSD 、その治療 と回復

杉 浦 健*

は じ め に

近年の語 り(narrative)研 究は、 自己とは人が自分にっいて語 る物語であ り、人 は自己

語 りを変えることによ って 自らを変え られ ることを示 してきている(例 えばAnderson&

Goolishan、1992)。 杉浦(2001a、2001b)は 、転機の経験が人を変えるプロセスについて、

語 りの観点から考察を行い、人は、自分が変わったという出来事やきっかけを語 り、その語 り

にしたが って行動することによって変わっていくことを示 した。人はたとえっ らい出来事であ

って も、その出来事やその出来事を経験 した自己に対 して肯定的な意味を見出そうとする傾向

があり、そのことが転機の物語を語らせ、その転機の物語を通 して人は変わっていくことがで

ぎるのである。

このような語ることによって自己や自分の人生に対 して肯定的な意味を生成 していこうとす

る傾向は、喩えるなら人の 「心の免疫力」 もしくは 「心の自然治癒力」 と言 ってもいいだろう。

人には自己を変え、 自己を成長 させる心の働きが備わっているのである。

しか しなが ら、そのような自己を変える心の働きが様々な原因によって妨げられ、人が自ら

を変えようと思 っても変われないときがある。 もはや語 りによる心の自然治癒力を期待するだ

けでは変わることのできない人が存在する。 そのような人が変わるためには、カウンセラーや

精神科医など臨床心理学や精神医学の専門家の力を借 りて、自然治癒力を回復させたり、補 っ

たりすることが必要になる。

本論では、人が変われなくなるいくっかの原因 ・理由の中から、 トラウマ(心 的外傷)の 問

題を取り上げていく。 トラウマを取 り上げるのは、 トラウマによって人が変われな くなって し

まう原因や トラウマの治療のあ り方が、「語 り」による自己変容と密接に関わっているか らで
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あ る。

変 わ ら な い 記 憶 一 トラ ウ マ ー

例 え ば 、 受 験 に失 敗 した とい う出 来 事 が あ っ た と しよ う。 受 験 に 失 敗 した そ の と き は大 き な

シ ョ ック と ス トレス、 自己嫌 悪 な どを 感 じた と して も、 そ れ は い っ か 過 去 の 出 来 事 の記 憶 と な

り、 時 に は 意 味 が肯 定 的 に転 換 した転 機 の 出来 事 と変 わ り う る。 例 え ば 杉 浦(2000a)で は、

浪 人 経 験 が 転 機 とな って肯 定 的 に変 わ っ た者 が 多 く示 さ れ て い る。

と こ ろが 戦 争 や強 制 収 容 の記 憶 、 レイ プや 暴 力 の記 憶 、 人 的 災 害 、 自然 災 害 な ど の記 憶 、 幼

時 の 虐 待 の記 憶 な ど、 過 度 の ス ト レスの か か っ た 出来 事 の記 憶 の場 合 、 い くっ か の 原 因 に よ っ

て 、 こ の よ うな私 た ち が 当 た り前 の よ う に行 っ て い る記 憶 の再 構 築 が 行 わ れ な くな って しま う

と い う。 これ ら の記 憶 は 、 そ の 出来 事 に 直 面 した 時 の 記 憶 そ の ま ま に 「心 的 外 傷(ト ラ ウマ 、

trauma)」 と して と ど ま り、 様 々 な困 難 一た とえ ば苦 痛 を伴 った記 憶 の想 起 、 身 体 的 不 調 、 ア

イデ ンテ ィテ ィの障 害 や 人 間 関係 や 社 会 生 活 の困 難 な ど 一、 す な わ ちPTSD(ト ラ ウ マ後 ス ト

レス障 害 、posttraumaticstressdisorder)を 引 き起 こす 。 この よ うな記 憶 の 変 形 や 再 構 築 を

受 け ず、 様 々 な 症 状 を も た らす 記 憶 は 「トラ ウ マ 記 憶(traumaticmemory、 西 澤 、1999)」

と言 わ れ る の だが 、 なぜ トラ ウマ記 憶 は変 形 を す る こと な く、 人 を苦 しめ るの だ ろ うか 。 なぜ

人 は トラ ウ マ記 憶 に と らわ れ て し ま うの だ ろ うか 。

本 論 で は、 なぜ トラ ウマ を受 けた 人 が 変 わ れ な い のか に っ い て、 変 わ らな い トラ ウ マ記 憶 に

よ って もた らさ れ るPTSDの 症 状 の特 徴 と い う観 点 と、 トラ ウ マ記 憶 が 変 わ ら な い原 因 と い

う観 点 か ら示 して い こ う と思 う。 さ らに は、PTSDか らの 回復 を 目指 した 治 療 の 理 論 的 ・実 践

的 あ り方 を 示 し、PTSDか らの 回 復 と い う こ とが どの よ うな 意 味 を 持 って い る の か を、 杉 浦

(2001a、2001b)が 示 した 転sの 語 り に よ る 自 己 の 成 長 と 関連 させ な が ら明 らか に して い こ

う と思 う。

DSM-ivに よ るPTSDの 診 断 基 準

ま ず トラ ウマ記 憶 に と らわ れ る こ と に よ って 起 こ るPTSDに つ い て 明 確 に す るた め、DSM

-IVに よ るPTSDの 診 断 基 準 を見 て み よ う(AmericanPsychiatricassociation
、1994)。

PTSDの 第1の 診 断 基 準 は、身 体 的 な傷 害 や そ の 恐 れ が あ る 出来 事 で、か っ 非 常 に強 い恐 怖 、

戦 陳、 無 力 感 な どの 反 応 を 伴 っ た ス トレス フル な 出 来事 に直 面 ま た は 目撃 す る こ とで あ る。 こ

れ に は、 戦 争 や 強制 収 容 の 記 憶 、 レイ プ や暴 力 の記 憶 、 人 的 災 害 、 自然 災 害 な ど の記 憶 、 幼 時
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の虐待経験などが該当する。

2っ 目の診断基準 は、 トラウマとなるような出来事が起 こった後、その出来事の記憶が 「侵

入的に」繰 り返 し思い出されるということである。「侵入的」 とは自分ではコントロールでき

ない、「考えてみて も仕方がない」 と思 っているのに、そのことが意思に反 して 「再体験」 さ

れて しまうということである。そのような意思 に反 した再体験には、悪夢や錯覚、幻覚、フラ

ッシュバ ック(ち ょうど映画の回想場面のように、記憶がまるでその出来事が起 こった場所に

いるかのように思 い出されること)、 トラウマとなった出来事 と類似の出来事 に対 して苦痛を

感 じることなどがある。

3つ 目が回避 もしくは麻痺である。回避 と麻痺は、上記のような トラウマ記憶の侵入を避 け

るために起 こって くるとも考え られている。回避や麻痺としては、 トラウマに関連する感情や

会話、 トラウマを思い出させるような出来事や場所を避けたりすること、 トラウマとなった出

来事の記憶がまった く抜け落ちて しまい想起不能 になること、また、感情や情動が感 じられな

くなったり、無力感や意欲減退、疎遠感や隔絶感などを感 じることなど、7っ の特徴があげら

れており、それ らのうち少なくとも3っ が見 られることが診断基準となっている。

4っ 目が覚醒の充進である。 トラウマとなるようなス トレスフルな出来事 に直面 したときに

感 じるような交感神経系の覚醒が不適切に日常的に起こって しまうことである。不眠、イライ

ラや怒 りの爆発、注意集中困難、過剰警戒、驚愕反応などが該当する。

DSM-IVで は、 これらの診断基準のうち、2か ら4の3っ の症状が1ヶ 月以上継続 し、そ

のために顕著な苦痛が生 じていたり、社会生活や職業生活、その他の領域で重大な問題が生 じ

たりしている場合にPTSDと 診断 される。

近年では阪神大震災やハワイでのえひめ丸の潜水艦との衝突事故、大阪の小学生殺傷事件、

アメ リカ同時テロなどでPTSDと 診断 され、苦 しんでいる人たちがいる。

P丁SDの 本 質 一 侵 入 的 な 再 体 験 一

DSM-IVのPTSDの 診 断 基 準 を 見 れ ば 分 か る とお り、PTSDは さ ま ざ ま な症 状 の 総 称 な の

で あ るが 、 ヴ ァ ン ・デ ア ・コ ー ク とマ ク フ ァー レ ン、 ヴ ァ ン ・デ ア ・ハ ー ト(vanderKolk、

Mcfarlane&vanderHart、1996)は 、 そ れ ら複 雑 な 症 状 の 総 称 で あ るPTSDに っ いて 、 そ

の 根 本 的 な原 因 が 侵 入 的 な再 体 験 に あ る と述 べ て い る。

PTSDの 症 状 を 持 っ に い た った 人 と、 一 時 的 な ス ト レス に さ い な ま され な が ら もPTSD症
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状 を示 す に は い た らな か った 人 とを 区 別 す る に は、PTSDに い た った 人 が トラ ウ マ に 「っ か ま

っ た」 と い う こ とに他 な らな い。 彼 ら は、 思 考 、 感 情 、 行 動 、 そ して イ メー ジの な か で 、 トラ

ウ マ を再 体 験 して い る の で あ る。 トラ ウマ とな っ た 出来 事 そ の もの よ り も、 この 侵 入 的 な再 体

験 こ そが 、PTSDと い う名 称 を 与 え られ た複 雑 な生 物 行 動 的 変 化 の原 因 な の で あ る(p.457)。

さ ら に ヴ ァ ン・デ ア ・コー ク ら(VanderKolk,Mcfarlane&VanderHart、1996)は 、 「ト

ラ ウマ を 受 け た人 は 自分 の生 活 や人 生 を 、こ う した侵 入 とい う経 験 を 避 け る こ とを 中 心 に構 成 」

す る こ と に な り、 さ ま ざ ま な 回 避 、 「た とえ ば、 トラ ウ マ と な った 出 来 事 を思 い 出 させ る よ う

な 人 、状 況 、 感 情 を 避 け る と い う形 を と った り、 苦 痛 な 情 緒 状 態 にっ いて の意 識 を麻 痺 させ る

た め に アル コ ール や 薬 物 を摂 取 した り、 あ る い は 不快 な 経 験 を 自覚 的 意 識 か ら遠 ざ け て お くた

め に解 離 を 活 用 した り」 す る よ う に な って しま う とい う。 また 「慢 性 的 な無 力 感 、 生 理 的 な過

覚 醒 、 トラ ウマ に関連 した それ 以 外 の変 化 とい った もの の た め に、 そ の 人 が ス トレス に対 処 す

る方 法 が変 化 した り、 そ の 人 の 自 己感 覚 が 変 化 した り、 あ るい は、 世 界 や 環 境 が 操 作 可 能 な場

所 だ と見 る こ とが で きな くな って しま うか も しれ な い」 とい う。

癒 し の た め の 再 体 験

ヴ ァ ン ・デ ア ・コ ー ク ら(VanderKolk,Mcfarlane&VanderHart、1996)は 、PTSD

の 根 本 的 な原 因 が侵 入 的 な再 体験 にあ る と述 べ るが 、 こ の侵 入 的 な再 体 験 とい う現 象 はPTSD

に特 異 的 な もの で あ る とい うわ け で は な い。 西 澤(1999)に よ る と、 この 「再 体 験 」 は私 た

ちが ス トレス フ ル な 出 来 事 を受 け入 れ て い くた め に普 段 か ら行 って い る心 の 働 きで あ る と言

う。

自分が予想 していなかった事態に遭遇 したり、 もしくは大 きな ミスをおか して しまったこと

に気づいた時、その経験は、その人にとって一種の 『異物』となる。そのことに出 くわすまで

にその人が持 っていた認知的枠組みとはさまざまな次元で相容れない異物なのである。こうし

た異物が心に入 り込んだ時、心は何 とか してその異物を 『消化』 して、認知的な枠組みの中に

取 り込もうとする。 この、異物を取 り込 もうとする努力は、たとえばその体験の記憶を何度と

な く思い出すというかたちで、 もしくは他者に繰 り返 し話をすることによってなされるのであ

る(p。40)。
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心に強いショックを与えた体験が人の自己意識や認知的な枠組みに統合されていない段階で

は、その体験は未だ過去のものとなっていない。その出来事の記憶や、出来事に対する身体的、

情緒的、あるいは感覚的な反応が一っの組織体 として、今まさに生々しく存在 しているものな

のである。そうしたひとかたまりの記憶や反応は、主 として心理的な反復という作業を通 して

次第に意識に統合され、通常の 『過去の記憶』 もしくは 『自分の過去の物語』のなかに組み込

まれていくのである(p.41)。

ス トレスフルな出来事 は、何度もの再体験のプロセスを経て、その人の持っ 「物語」 という

認知的枠組みの中に統合され、苦痛の少ないもの、もしくは人生の中の意味ある出来事となる。

そのプロセスは、杉浦(2001b)が 明らかにした転機のプロセスと同様であり、それ らの出来

事のいくっかが後に転機 として認識されることになるのだろう。

癒 し の た め の 再 体 験 の 機 能 不 全

と こ ろが 、 そ の よ うな物 語 に よ る統 合 機 能 が 何 らか の理 由 で働 か な くな る と きが あ る。 そ の

場 合 、 統 合 され なか った記 憶 や 反応 は トラ ウ マ記 憶 と な って 人 を苦 しめ る こ と に な る の だ。 ヴ

ァ ン ・デ ア ・コー ク とマ ク フ ァー レ ン(vanderKolk&Mcfarlane、1996)は 、 次 の よ うに

述 べ て い る。

ポ ス ト トラ ウマ 症 候 群(posttraumaticsyndrome)の 存 在 は、 時 が 決 して す べ て の 傷 を癒

せ な い こ とを 示 して い る。 トラ ウマ性 の記 憶 は、 自分 の個 人 的 な歴 史 の一 部 と して 受 け入 れ ら

れ 統 合 され る こ と は な い。 そ の結 果 、 トラ ウマ 性 の 記 憶 は そ れ以 前 に存 在 して い た 認 知 的 枠 組

み と無 関 係 な もの と して(っ ま り解 離 した状 態 で)存 在 す る こと に な る(p.10)。

西澤(1999)は このような変化 しない トラウマ記憶を 「瞬間冷凍 された体験 としての トラ

ウマ」と喩えている。瞬間冷凍された記憶 は、新鮮なまま侵入的な反復を半永久的に繰り返す

ことになり、それはさまざまな症状、PTSDと なるのである。っまりPTSDの 原因は、 この

侵入的な再体験というス トレスフルな記憶を受 け入れるための心の働 きが、その本来の機能を

果たせずにいっまで も続いてしまうことなのである。
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なぜ トラ ウマ記憶 はいつ まで も侵 入 を繰 り返 す のか

それでは、なぜ トラウマ記憶はいっまでも侵入的な再体験を繰 り返すのだろうか。本来なら

再体験を繰り返すことで受け入れ られ、「過去の出来事」や 「過去の物語」、そして時には意味

ある転機の出来事になるものが、なぜいっまでも 「冷凍保存」されてしまうのだろうか。 これ

こそ トラウマ記憶が、人が変わることを妨げる原因 ・根本であると言える。

このことには大きく2っ の原因があると思われる。そのひとっは意味の問題である。記憶を

物語化することは出来事に意味を付与する行為である。また意味を付与できることで、出来事

は自己の物語に統合される。そのため、 どうやっても意味を付与することができない出来事が

トラウマ記憶となりうると思われる。また個人の持っている素因やそのときの心理状況やおか

れた社会 ・個人的状況によって、出来事に意味を付与できない人が トラウマ記憶にとらわれる

と考えられる。

もうひとつは、 トラウマ記憶が物語的記憶ではなく、視覚的 ・身体的 ・感覚的記憶に留まっ

てしまっているか もしれないということだ。 トラウマ記憶は、心で憶えているだけではなく(時

には心では憶えていないのに)、体や感覚で記憶 して しまっているために、心の働きだけでは

処理できないのである。いわば、身体によって記憶されているのだ。

この意味の問題と身体による記憶の問題にっいて、それぞれにっいてもう少し詳しく説明 し

ていこう。

物 語生 成 ・意 味生 成 の障 害

人は物語 ることによってその出来事に意味を見出 し、受け入れていく。転機 とはまさにその

ような心の働 きを経て、肯定的な意味を付与 された出来事である。 トラウマ記憶がいっまでも

「冷凍保存」 されたまま侵入的に経験 される理由は、そのような物語による意味生成の働 きが

妨げられているからと考え られる。

西澤(1999)は 、トラウマ記憶が、通常の記憶に見 られるような時間経過による変形を示さず、

解離や瞬間冷凍が生 じるのは、「その体験の持っ自己への圧倒性がそのゆえん」であり、「その

圧倒性の中核には、圧倒的な無力感(helplessness)と 強烈な絶望感(hopelessness)が 存在

するように思われる」 と述べている。

トラウマとなるような出来事は、ス トレスフルで、思い出すのもいやなことだろう。そのよ

うな状況において侵入的な再体験は、 もちろん苦痛なのであるが、物語の生成を促す機会でも

あるのだ。 しかしながら、あまりに圧倒的な出来事で、再体験の苦痛が強すぎる場合、それに
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直面することがで きず、解離が起 こって しまうのだ。解離は、苦痛から逃れるための適応的な

行動とも言えるのだが、それによって結局は物語を生成 しようとする心の働 きが止まって しま

い、その出来事を自分の人生の中で意味を持 った過去の出来事にすることができないのである。

後述するPTSDの 治療においては、「再体験」 は トラウマを癒 していくために必要なプロセ

スのひとっと考え られているのだが、それを行うにあたっては、いかに解離や回避を起こさせ

ることな く再体験に直面するかという点で、再体験の刺激をマイル ドにしたり、よりコントロ

ールできる状況で体験 したりすることに細心の注意を払っているのである。

無力 感 と絶望 感 による、 物語 る力 と意欲 の減 退

また、無力感や絶望感は、物語る意欲、物語 るエネルギーを失わせて しまうか もしれない。

人が否定的な出来事や否定的な出来事を経験 した自分自身に意味を見出そうとするのは、自己

や自己の生に価値を見出 したいがためだ。それが、圧倒的な無力感や絶望感によって、 自分を

無力な存在だと思って しまったり、自分には何の価値も無いといった自尊心を失 った状態にな

って しまったりすれば、人は意味生成の試みとしての物語ることをやめてしまうかもしれない。

レイプや性的虐待、幼児期の虐待などを受けた場合には、自尊心の大幅な低下が見られるたあ、

それらによって引き起こされたPTSDは この影響が強いことが推測できる。

ちなみに、無力感や絶望感は、ブラマー(Brammer、1991)に よると、転機のプロセスの

一っとして経験するものだという。西澤(1999)は 、「トラウマとなるような体験を した人は、

『私は、自分のみに降 りかかっているこの事態をどうすることもできない、どうしようもない

無力な存在なのだ』 という強い無力感におそわれ、また 『もうこれで何もかもお しまいだ、身

の破滅だ』 とか 『もう自分は死んでしまうに違いない』 といった絶望感 に圧倒されているこ

とが多い(P.151-152)」 と述べているが、 この記述は、転機のプロセスを示 したブラマー

が示 した絶望の段階での表現、「私はもうお しまいだ。私 は決 して この敗北か ら立ち直ること

はないでしょう。将来のことを考えると、パニ ックに陥 ります(P.56)」 と非常に似通ってい

る。 しか しながら、その絶望感や無力感があまりに強かったり、それ らを受け止 め、和 らげ

るような周囲のサポー トがなかったりする場合、物語を作ることによって出来事 に意味を見出

すということができないまま、侵入的な再体験が放置されて しまい、解離が起 こったり、感作

(sensitization、 ス トレス刺激に対 して交感神経の充進などの反応が条件づけられて強化 され

て しまう現象)が 起こったりすることによって、 トラウマ記憶が冷凍保存されてしまうことに

なって しまうのだろう。
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さまざまな災害を受けた後で、緊急に心のケアがなされるべ きなのはこの点からだと考えら

れる。絶望感や無力感にさいなまされている人が安心できる雰囲気の中で、侵入的な再体験 に

圧倒されないように、またその出来事の意味を語れるように、いわば物語の聞 き手 として周囲

に寄り添うことが求められるのだ。

無 視 で きな い 「意 味 の無 い」 出来 事 と して の トラ ウマ記憶

人は、自分の認知的枠組みの中に取 り込めないス トレスフルな出来事に対 して、物語を作 る

ことによってその出来事に何 らかの意味を見出し、過去の記憶、自分の過去の物語に組み込ん

でいく。 そうすると、どう考えても意味を見出せない出来事の記憶の場合 は、物語を作れず、

いつまでも過去の出来事にならない可能性がある。例えば離婚や失業、病気で家族を失 うなど、

通常の生活の中で起 こって くるス トレスにっいては、たとえどんなにス トレスフルな出来事で

あったとしても、 トラウマの範囲には含まれない(小 西、2001、p.30)。 これらは、必ず しも

予定されたものではないとはいえ、ある程度ありうる出来事 として、何らかの意味を見出 して

自己の物語の中に統合することが比較的容易なのだろう。それに対 して、 トラウマ記憶となる

ような出来事、例えば全く予期せず事件や災害に遭遇 したり、無差別犯罪に巻き込まれた りす

る場合には、そこに自分の人生の重要な出来事 として意味を見出すことは難 しい。杉浦(2001b)

は、転機の物語の生成は創造活動であると述べたが、 トラウマとなるような出来事に意味を見

出 して自分の過去の物語にするのは、非常 に困難な創造活動なのである。

感覚 的記 憶 と して の トラ ウマ記憶 一 トラウ マ記 憶 の神経 生理 学 的特 徴一

トラウマ記憶が 「冷凍保存」されてしまう原因の一っは、その出来事に意味が見出せず、自

己の過去の物語に統合することがで きないからと言える。 しか しなが ら、たとえその出来事に

何 とか意味を見出 し、過去の物語として語れるようになったとしても、それだけでは侵入的な

再体験はなくならないようである。

ヴァン・デア ・コーク(vanderKolk、1996b)は 、「かなりの時問が経過 しても、そして

トラウマとなった体験を個人的な物語とすることができていても、被験者の大半は、 これらの

体験はいまだに感覚的知覚や感情状態としてよみがえってくると述べている。物語として構成

された後ですら、 トラウマに関連 した侵入的な感覚が持続するということは、 トラウマとなっ

た経験を言葉にすることができればフラッシュバ ックは生 じなくなるとするさまざまな治療技

法の中心的な仮説 とな っている考えとは矛盾す るものである(p.340)」 と述べ、 トラウマ記
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憶 が 言 語 的 な要 素 を もた ず 、 視 覚 的 ・聴 覚 的 ・感 覚 的 イ メ ー ジで 保 持 され て い る可 能 性 が あ る

こと を示 し、 さ ら に はそ の 神 経 生 物 学 的 な根 拠 に っ い て も記 して い る。 例 え ば、 主 観 的 な経 験

を言 語 へ と変 形 す る際 に も っ と も中 心 的 な役 割 を果 た す部 分 で あ る ブ ロ ー カ領 域 の抑 制 や 強烈

な情 緒 や 視 覚 的 イ メー ジを 処 理 す る と考 え られ て い る右 半 球 の 諸 領 域 の 活 性 化 な ど で あ る。 ト

ラウ マ記 憶 の侵 入 的 な再 体 験 は、 た とえ それ が 過 去 の記 憶 と して 語 られ る よ うに な った と きで

も、 これ らの 神 経 生 物 学 的 な 変 化 に よ っ て、 いっ ま で も視 覚 的 ・感 覚 的 な 記 憶 と してPTSD

患 者 を苦 しめ る こ とに な るの だ。

この よ うな 神 経 生 物 学 的 な 変 化 は、 トラ ウマ 記 憶 が 何 度 も反 復 さ れ る こ と に よ って 学 習

され た結 果 で あ る と考 え られ て い る(vanderKolk&McFarlane、1996、p。11)。 この 学 習

は感 作 と言 わ れ る。 トラ ウ マ記 憶 は、 そ の 強 い ス トレス に よ って ス トレ ス ホ ル モ ンの 分 泌 や

生 理 的 覚 醒 を 引 き起 こす の だ が、 そ れ らが 頻 繁 に再 現 さ れ る こ とに よ って 、 ス トレス ホ ル モ ン

が 再 放 出 され 、 記 憶 痕 跡 と それ に伴 う苦 痛 の 強 度 が さ らに 強 め られ て しま う(vanderKolk、

1996a、p.264)。 そ して この 生 物 学 的 変 化 は、 い った ん 生 じて しま え ば そ れ を ひ っ く り返 す こ

とが 非 常 に困 難 な もの な の で あ る(vanderKolk&Mcfarlane、1996、p.11)。

これ らの神 経 生 理 学 的 な変 化 の 結 果 、 西 澤(1999)の 言 う よ うに 、 トラ ウマ 記 憶 は い つ ま

で もそ の 新 鮮 さを 保 ち、 新 鮮 で あ るが ゆ え に 体験 当 時 の 圧 倒 性 を失 って お らず 、 そ の 体 験 か ら

何 年 が経 過 して い よ う と、 そ の イ メ ー ジや感 覚 が よ み が え って くる た び に、 そ の 人 の 自我 機 能

は圧 倒 され て しま う こ と に な る。 そ して、 こ う した 「新 鮮 さ」 に 由来 す る記 憶 の 圧 倒性 が 、 記

憶 の要 素 一 っ 一 っ の 隔 絶 化 、 あ る い は孤 立 化 を 引 き起 こす た あ に、 いっ ま で た って も トラ ウ マ

記 憶 は過 去 の物 語 と して 自 己 の認 知 的 枠 組 み に統 合 され え な い ので あ る。

トラ ウ マ を 治 療 す る と い う こ と の 意 味 一 トラ ウ マ を 取 り込 ん だ 物 語 の 生 成 一

トラウ マ の 中核 は 侵 入 的 な 再 体 験 で あ り、 そ の侵 入 的 な再 体験 が 起 こ っ て しま うの は、 記憶

が 過 去 の物 語 に統 合 され な い か らで あ る。 そ の た め トラ ウマ の 治 療 と は、 視 覚 的 ・感 覚 的 な 新

鮮 な記 憶 と して の トラ ウマ 記 憶 を 、 言 語 的 な記 憶 へ と置 き換 え 、 過 去 の 物 語 にす る こ とに よ っ

て 意 味 を 付 与 して い く こ とが 求 め られ る。 例 え ば 、 ヴ ァ ン ・デ ァ ・コ ー ク と マ ク フ ァー レ ン、

ヴ ァ ン ・デ ア ・ハ ー ト(vanderKolk、Mcfarlane&vanderHart、1996)は 次 の よ うに述

べ て い る。

トラウマを受けた人の多 くは 「それら」(統 合されていない トラウマ性の記憶)に とりつか
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れ て しま っ た と い う状 態 に あ り、 これ らの 感 情 や 近 くを全 体 的 な展 望 に位 置 づ け る 「私 」 と い

う存 在 を 失 って しま って い る。 この段 階 で の 治 療 は、 トラウ マ性 の記 憶 の非 言 語 的 で 解 離 され

た 領 域 を 、言 葉 が意 味 と形 を 有 す る二 次 的 な精 神 的 プ ロセ スへ と翻 訳 す る と い う作 業 か らな る。

そ うす る こ とで 、 トラ ウ マ性 の 記 憶 を 物 語 的記 憶(narrativememory)へ と変 成 す る こ と に

な るの だ 。 言 い換 え る と、 今 は潜 在 的 な もの で あ る記 憶 を顕 在 的 な もの、 っ ま り 自叙 伝 的 記 憶

(autobiographicalmemory)へ と変換 す る ので あ る(p.473)。

また 西 澤(1999)も 次 の よ うに述 べ る。

凍結 されたかたちで今の自分に著 しく影響 している過去の体験を、過 ぎ去 ったものとして過

去の物語の一章にすることによって、 トラウマはトラウマでなくなる。いかなる方法をもって

しても、 トラウマとなった過去の出来事を変更することはできない。 しかし、その体験が自分

の人生にとって持っ意味づけを変更することは可能である。 トラウマの再統合 とは、そうした

意味づけの変更を意味するものなのである(P.155)

これ は ま さ に杉 浦(2001a、2001b)が 述 べ て い る転 機 の語 り と同様 の 働 き と言 って もい い

だ ろ う。 トラ ウマ の 治 療 と は、 固 着 して変 わ らな くな って い る、 そ して侵 入 を繰 り返 す トラ ウ

マ記 憶 を、 治 療 に よ って 変 形 し うる記 憶 に変 え、 心 の 自然 治 癒 力 で あ る物 語 に よ る意 味生 成 の

力 が 働 くよ うに 援 助 す る こ と な ので あ る。

トラ ウ マ の 治 療 プ ロ セ ス

それ で は トラ ウマ の 治 療 プ ロ セ ス と は ど の よ うな もの な の だ ろ うか 。 ヴ ァ ン ・デ ア ・コー ク

ら(vanderkolk、Mcfarlane&vanderHart、1996)は 、 効 果 的 な治 療 は段 階 的 に進 め ら

れ て い く必 要 が あ る が 、 そ こに は次 の 各 点 が 含 ま れ て い な けれ ば な らな い と述 べ て い る。

(1)(a)教 育と(b)身 体的な状態を言語化することによる感情の同定という要素を備えた

安定化(stabilization)

② トラウマ性の記憶 と反応の条件づけの解除

(3)ト ラウマに関する個人のシェーマの再構築

(4)安 全な社会的っなが りと対人関係能力の再構築
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(5)回 復的な情緒体験の蓄積

トラ ウマ とな る よ うな 体 験 の後 に は、 人 の ス トレス に 対 す る ご く正 常 の 反 応 と して 、 情 緒 的

な混 乱 や シ ョッ ク症 状 が 現 れ る。 トラウ マ体 験 を受 け た 人 は、 様 々 に吹 き出 て くる悲 しみ や恐

怖 、 怒 りな どの感 情 を コ ン トロ ー ルで きず 、 そ の感 情 に振 り回 され た り、 そ れ らの感 情 を感 じ

な い よ うに 回避 や解 離 を 行 っ た り して 、 安 定 した 日常 生 活 が送 れ な くな る。(1)で は、 湧 き上 が

って くる感 情 が トラ ウマ 体験 に よ って 引 き起 こさ れ て い る こ とを 理 解 させ た り、 それ らの感 情

に 「名 前 を 付 け る(西 澤 、1999、p.142)」 こ とで コ ン トロ ー ル可 能 に した り、 時 に は 薬 物 療

法 を行 った り して、 精 神 的安 定 と 日常 生 活 の安 定 を 目指 す。 感情 の 安 定 、 生 活 上 の 安 定 が 得 ら

れ 、 侵 入 的 な再 体 験 が起 こ らな い な ら、 こ の段 階 で治 療 は終 了 す る こ とに な る。

(2)では、 侵 入 的 な トラ ウマ記 憶 を コ ン トロ ー ル可 能 な形 で再 体 験 す る こ と に よ って 、 感 作 に

よ って 結 びつ い て様 々 な症 状 とな って い る条 件 づ け反 応 を解 除 す る。 この段 階 の 意 味 す る と こ

ろ は、 変 わ らな い記 憶 と して の トラ ウ マ記 憶 を 「解 凍 」 す る こ とで あ る。 感 作 とい う条 件 づ け

学 習 に よ って 身 にっ い て しま った症 状 、 神 経 生 理 学 的 な結 びっ きの あ る症 状 を 、 や は り学 習 に

よ って 消 去 す る(脱 感 作desensitizationと 言 わ れ る)の で あ る。

この 段 階 で は、 出来 事 に意 味 を付 与 す る語 り直 しの力 、 一 そ れ は人 が本 来 持 って い る 自然

治 癒 の 力 な の だ が 一 、が 適 切 に働 くよ うに、それ を妨 げ て い る トラ ウマ記 憶 の 不 変 性 を 「解 凍 」

す る こ と に よ って 取 り去 ろ う とす るの で あ る。

この コ ン トロ ー ル され た トラ ウマ の 「再 体 験 」 は、 コ ン トロ ー ル を失 う と侵 入 的 な再 体 験

と して トラ ウ マを よ り強 化 す る よ うに働 い て しま うた め 、 細 心 の注 意 と様 々 な テ クニ ッ クに 基

づ い た 治療 が 行 わ れ て い る。

そ して(3)で は、 感 覚 的 イ メ ー ジに とど ま って、 隔絶 され た状 態 に あ る トラ ウ マ記 憶 を、 言 語

的 で 意 味 を有 す る 「過 去 の 記 憶 」 「過 去 の 物 語 」 へ と統 合 して い く こ とが 行 わ れ る。 ヴ ァ ン ・

デ ア ・コー ク ら(VanderKolkMcfarlane&VanderHart、1996)は 、 「そ の人 が 、 新 た な、

トラウ マ性 を有 さな い 構 造 を 作 る た め に は、 トラ ウマ と は相 矛 盾 した情 報 が 提 供 され な け れ ば

な らな い。 非 常 に 困 難 な 点 は、 そ の 人 の トラ ウマ を活 性 化 す るの に十 分 な 程 度 の類 似 性 を も っ

た要 素 を含 ん だ経 験 に 患 者 を さ ら しなが ら、 一 方 で、 そ れ と同 時 に 、 そ の トラ ウ マ を変 化 させ

る に た る ほ ど の相 容 れ な い要 素 を 含 ませ る と い う こ とに あ る。もっ と も重 要 な新 た な情 報 と は、

患 者 が トラウ マ性 の記 憶 に、 信 頼 で き る セ ラ ピス トと と もに安 全 な感 情 に お い て 直 面 す る と い

う事 実 で あ ろ う(p.475)」 と述 べ て い る。 セ ラ ピス トは、 「大 変 な シ ョ ッ クを 引 き起 こ した 出
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来 事 を、 そ の 一 部 始 終 を もう一 度 体 験 す る こ とな く、 物 語 と して 話 す こ とが で き る よ うに な る

(P.476)」 た め の重 要 な聞 き手 の役 割 を果 た す の で あ る。

トラ ウマか らの 回復 と新 たな 意味 の創 造 一

文章にするとスムーズに進むように見える治療 も、実際には多くの困難を伴うことは容易に

想像される。例えば、治療における再体験は、その強 さ次第では、逆 に トラウマ性記憶を強化

するように働いて しまう。また、かなり時間がたってからにわかにフラッシュバ ックに襲われ

たり、再び トラウマとなるような出来事に出会 ったとき、PTSDか ら回復 していたにも関わら

ず、 トラウマに対する脆弱性がPTSDを 容易に引き起 こして しまうか もしれない。 また、 ト

ラウマが 「内在化(幼 児期に受けた トラウマを中心 として人格が形成 されることで人格全体に

歪みが生 じること、西澤、1997)」 している場合、人格の歪みに由来する社会生活や人間関係

の不調を変えることが難 しい可能性もある。また トラウマを物語 として過去 に統合 したとして

も、(4)安全な社会的っながりと対人関係能力の再構築や(5)回復的な情緒体験の蓄積など、長い

時間をかけて自己を再構築 していく必要があるのである。その意味で、 トラウマ記憶を解凍 ・

開放 し、新たな物語を作って変わってい くことは非常に困難な道のりなのである。 また、 トラ

ウマを受けた人が、その経験をまったく忘れて生まれ変わると言うことも不可能である。だが、

たとえ消えない過去であっても、 トラウマを抱えなが らも(ト ラウマとなる出来事を経験 した

という事実 は変わ らなくとも)、 トラウマとなった出来事の意味を見出し、新たな自己物語を

生きること、すなわち自分を変えることは 「不可能」ではないのである。なぜなら自分を変え

ていく過程は、ヴァン・デア・コークらがPTSDの 治療に関 して述べたように、また杉浦(2001b)

が転機のプロセスで明らかにしたように 「創造の行為」だか らである。
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